
メソポタミヤの原史時代について

板 倉 勝 正

工

　近川のケムブリッヂ古代史の新版を見ると　c．J．　Gadd1）もM．　B．　Rowton2）も，

その年表のなかに従来全く神話・伝説の人物とされていたGilgameshの名を入れてい

る。これは最近発兇されたTummal　Chroniclcの記事と，　E1｝mcbaragesiの’lif・P文を

根拠にしているのである。3）

　英雄ギルガメシ＝一の歴與性を最初に考へた人は先年来朝したS．N．1〈ramcrであっ

た。彼は「大叙事詩」と一一twしない，いくつかのシュメール語断片（例へば「ギルガメ

シュとアッガ」）をあづかっていて，それに気がついた。そしてTh．　Jacobsenはそれ

を基として，開題の「メソポタミヤの原始的民主制（エ943）」を＝：・11｝二いた。4）彼はその後更

にその歴史的位置付けを試み，原始的民主潤→原始的王制→原始的帝1丞Kアッカド王糊）

一〉官僚鯛的民族賑家（ウル第三王朝）→世界膏国（アッシリヤ）といふシェーマを提案

した　。5）彼はその中で神話の世界（例へば世界斜造＝エヌマ・エリシュEnuma　Ehsh）

は原始的民主制の段階を反映し，叙蔀詩の世界（その中心人物はギルガメシュ）は原始

的王鯛への過渡期を代表すると言っている。クレP一マー一は近著「歴史はシュメールでは

じまる」6）においてシュメールの叙箏詩について論じ，これを人類最古の「英雄時代」

として把握する。7）彼によると南部メソポタミヤの最初の都市文明は，イラン系および

セム系の二つの要素の相互影響の下に形成された（前四千年紀末）。これはセム系要素の

優勢な「第一帝剛ともよぶべきものであったが，そこヘカウカサス方而から遊牧のシ

ュメール人が浸透して来て，丁度後世のゲルマン人のローマ征服S）と同様の経過を以っ

て，下部メソポタミヤの支配者となった。その後彼らは交字を発達させ，政臆を確立

し，3三朝をつくり，その或る者は短期聞ながら「第二帝国」とよぶべきものをつくり上

げた。このシュメーール帝照もまた，以前のセム帝鵬と岡様の経過をとって，アッカド人

サルゴンに亡きれることとなる。そしてサルゴン（2300B．　C．）から逆算して初期文

字時代Early　Literate　StagCは約四百年前，すなはち2700　B．　C．にはじまり，原文
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　メソポタミヤの原史二代について

宇蒔代Proto－litera℃e　S七age　lま更に二百無箭，すなはち2900　B．　C．頃にはじまる。

従ってシュメール人の英雄時代は3000～2900B．　C．となる。シュメール人のメソポタ

ミヤ出現は，従って前身千年紀の最後の四分の一（3250～3000B．　C．），更にこれに先

立つイラン・セム文明が五，六百年つズいたとすれば，メソポタミヤ定住の最初は前四

千年紀の最初の四分の一（4000～3750B．　C．）とならう。9＞

　クレーマー一は歴史的王朝への需及や，考古年代への比定を故意に避けているが，参考

までにフランクフオートの作った年表10＞によると，ウバイド期は3900B．　C。に終り，

ウルク∫明は3900～3750B．　C．，　Proto－liteyat’e　G講期，後1・弱を含む）は3750～3100　B．

C．，初期王朝期は3100～2425B．　C．，原帝離i期i？roto－lnユperia1（ウル第一正朝，ラガ

シュ古王国を愈む）は　2425～2340B．　C．（ここからアッカド王朝につs“く）となって

いる。クレーマーの仮説は，チャドウdックの「英雄時代」をモデルとしており，しか

も先行する「第一帝国」が文宇を持ナこないとするなど，諒解し難い点があるが，叙事詩

の世界を歴史の世界にはめ込まうとした最初の努力として注illllに徳ひしよう。

　以下「シ＝一メーール王名表ヂ1）はウル舞∫一・王朝以衝をどう誌しているかを検討して見る

ことにつ一る。

　いままでメソポタミヤで知られた最古の歴史睡l／l文は，キシュ第三（？）王朝のMes－

ilim，ウル第一王朝のAく｝m｝ゆa（ia，岡じくMes－am｝i－Padaユ2）などであって，いつれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も考古学的に初期王朝期第三期（E。D．　III）に1下し，ラガシュ古王麟（Ur－Nanse王

朝）の開始鷹箭に当り，ほゴ2500鼠C．心後ときれていた。13）従って最古の両前疇代

はエヂプト第一・王朝の諸王（アハ瓢ナルメル）と共にはじまり，メソポタミヤのそれと

は約五欝年の差があると考へられて来た　．14）しかしエヂプト先王朝期末期の文化にメソ

ポタミヤのウルク期，或いはヂェムデット・ナスル期の影響が大きかったことは，諸家

の一致して認めるところであり，ユ5）先史時代に進んでいた文化が，何故歴史聴代（文明）

に入るのがおくれたかは大きな疑問であった。

　しかしシュメールの古い伝承，「王名論iに従へば，ウル第一・王朝以前にすでに獲い

王朝の交替があったことが誌されている。それによると「王権1／am－1ugal」力添上から

降った時，最初の王朝は亙iLricluに樹てられた。その後，王権がShruppakにあった

とき，「大洪水」がおこって全地を洗ひ流した。「洪水後」最初の王朝はキシュ第一王朝

（23王，24510年と3ケ月3日半）で，　これはヂ武器もて撃たれ」Ic’），王権はウルク
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メソポタミヤの原史時代について

第一王朝（12王，2310桑i三）に移った。これを倒したのがウル第一王朝である。　「王名

表」に誌されたその初代の王，メス・アンニ・パダの碑文がウルの発掘から出土したの

で，ほS’この頃から歴史時代がはじまるとされている。しかもこれ以前の王朝の諸王は，

或いは三頭年の統治年数をもちIT＞，或いは後世の神話・伝説の主入公であるので全く実

在しないものと臆断されて来た。

　しかし「ヨ三名表」の記述も時代が降るにつれて歴史的確実性を増し，アッカド王朝以

後の部分は出土．e冴。－sレその他によってこれを確実に跡付けることができる。璽に「王名表」

の羅述が，実は並立した諸王朝を一系ll〈」なものとして記述していることを考へ合はせれ

ば，その伝承の確実性は奇までに確定されたウル第一王朝までに止ると考へるべき理幽

は全くなからう。18）先づ「王名表」によってこれに先行する二つの王朝を見て見よう。

　　　ウルク第一一ヨ三朝

　ウル第一王朝の前に鵬権を握っていたのはウルク第・一A王朝である。その王名および統

治年数は次の如くである。19）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2

Mesk圭agga蓉ir20）

Eiinierkar2．D

（（1）Lugalbanda22）

（tl）1）t1｝ユ3LUzi23＞

（のGilgame首24）

Ur－Lugal

u七u｝kalaminEi

La1）a獣r

El／nURdara．IMIa

　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　
真｛es（？）凌ヌ】£（Sukhuskhede　P）

“tfelaina．iina

Lugalkiaga

320嫌

420磯三

1200年

100年

126年

　30f・il三

　15年

　9年

　8年

　36年

　6年
　36年

　一見して分ることは五代までは，いつれも後代の伝承で神・英雄とされているもの

で，統治年数も長く，これに対して六代以下はきはめて拷問的常識的統治勾三f黛をもつ。

前者と後者はギルガメシュの子（DUMU），ウル・ルガルによってつながっているが，

この「子」は子孫・後蕎の意味に解することも出来る。2“”）

　ギルガメシュは全オリエントを通じて最：も愛好された大叙事詩26＞の主人公であるが，
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　メソポタミヤの原史時代について

その多くの断片のうちに，どうしてもこの叙事詩の現型と適合しないものがいくつか発

見きれた。いつれもシュメール語で書かれており，「ギルガメシュとアッガ」「ギルガメ

シュと永生の国」「ギルガメシュの死」などの六篇である。27）クレーマー一は「ギルガメ

シュとアッガ」を訳していて，はじめてその「外壁！性」に濫正し，ヤコブセンはこれを

重要な手掛りとして閥題の「メソポタミヤの原始的民主鯛」を謎｝二いた。28）なほ彼がウル

クの城壁を築いたことは叙事詩にも，また遙か後代のウルクの王シン・ガミル29）の碑文

にも記録されているが，これらはあく濠でも伝承にすぎなかった。ところが第二次大戦

後このギルガメシュ（ウルク第一王朝）と，　「津名表」においてはそれに先行するキシ

ュ第一王朝，更にウルク第一王朝を継いだウル第一王朝の三者の先後関係を示す重要な

碑文が発表きれた。所謂Tummal　Chronicleがこれである。しかしその前に願序とし

て一一，一応「王名爵」によってもう一一つ蘭のキシュ第一一王覇のことに触れておかう。

　　　キシュ第一王朝

　「洪水後」最初に覇権を重桑つたのはキシュで「キシュの王」の歌聖’は，ほ図後代の

「シュメールとアッカドの王J「全地の王」に相応する。30）その王名は他の王朝とこと

なり，シュメーール人名とならんで多くのセム系入名（イヌ・ヒツジ・サソリ・Uバなど

の動物名が多い）が！盈ほ1されることは，歴！史曙期における爾民族の平・和白勺共存を物語る

低承として注意に億ひする。31）

　その十四代は鷲に乗って天上に翔った牧人（sipa）エタナで，　「金地を統一して王と

なり，1560（1500）年おさめた。」32）二十二代はエン・メ・バラゲシ33）で「エラムを討

ち，900薙おさめた。」三十三代（最後の王）はその子アッガで，　この時にキシュは

滅びる。　「王名・表」以外でエンメバラゲシにふれているのはウル第三王朝のシュルギの

「ギルガメシュ讃歌」で，ウルクを攻寒した「キシュの家」に対してギルガメシュが武

器を取って立ち，キシュの王，Xンメバラゲシを打破つたことを歌っている。鋤アッガ

は「ギルガメシュとアッガ」において同様にウルクを攻囲して，ギルガメシュに打破ら

れたキシュの王である。王名表ではキシュ第一ヨ三朝はウルク第一王朝に亡されるが，こ

れらの叙事詩や讃歌はキシュ王朝末期の両市の争闘を反映しているものと解してよから

う。またエタナが「露地を荒めた（統一した）」ことは，最初の武力的統一一の記濾であ

るかも知れない。
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メソポタミヤの原史時代について

皿

　さてこの様に「王名表」によると「洪水後」にキシュ第一王朝，ウルク第一王朝，ウ

ル第一王朝が次々に武力閣争1こよつて交代するが，叙事詩（ギルガメシュとアッガ）お

よび讃歌（シュルギ）によれば，ウルク第一三1三覇の第五代ギルガメシュとキシュ第一王

朝の最後の　：／1人の釜とは同蒔イ℃である。そしてトゥンマル碑文を信頼すればこの嗣蒔代

性は更にウル第一・王朝の初期の王をも含むこととなる。

　トゥンマルは企シュメールの主，エン・リルの兜市であるニップールの聖域，エ・ク

ルの境内にある祠堂である。［5）半世紀以i｝1∫にべンシルヴェニや大学がニッナールの発掘

を行った際の発掘主任ヒルプレヒトの私蔵テキストがイェナ大学に保管されており，そ

の内からこの祠堂建設に当った諸王の建設碑丈が発兇された。3G）これはキシュ第一王朝

からウル第三王朝にいたるまでの閲に，トゥンマル祠堂の修復を行った記録で，ウル版

（vcrsion）とニップール版の二種（前者三枚，後者七枚）があるが，その多くはこのイ

ェナ・テキストの順序に従っている。37）はじめの四つを摘記すれば

　（1）キシュの王，エンメバラゲシはエンリル神殿を建てた。

　　その子アッガは，トゥンマル潤堂の第一障賊壊の後，これを修復した。

　（2）　ウルの王，メス・アンニ・パダはエンリル神殿を建てた。

　　その子メス・キアグ・ヌンナは，トゥンマル祠堂の第二回3s）破壊の後，これを修復

　　した。

　（3）　ウルクのヨ三，ギルガメシュはエン・リル神殿を建てた。その子ウル・ルガル39）

　　は，トゥンマル祠堂の第三回鋤破∫喪の後，これを修復した。

　（・1）ウルの3三，ナアンネ41）はXン・リル神殿を建てた。その子メス・キアグ・ナンナ

　　は，トゥンマル堂堂の第四覆職漁の後，これを修復した。

　このテキストは勿論編纂物で一等更料ではない。しかもその形式が劇一・的で，ほとん

ど岡田の成句を用ひているところは，これが歴史物といふより，交学参であるとの感を

深くさせる。しかしその製作年代が，「王名衰」のつくられたイシン王糊期（前十九世

紀）であること，メソポタミヤの伝統としてかうした「建設碑文」の歴史的順序にはほ

とんど誤りがないことなどは，その史料盤を：震視すべき一つの根拠となる。

　この少くとも「歴史性」において相当高いと思はれる建設碑文に，従来確認されてい

る王名とならんで，ギルガメシュ，エンメバラゲシ，アッガなどの名が兇繊されること

は，すこぶる重要である。更にディヤラ漢谷のカファジェから出土したエンメバラゲシ
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　メソポタミヤの原史三代について

の碑丈は，従来知られた最古の王名を，ウル第一王朝から一挙にキシュ第一王朝まで引

上げたといってよからう。42）

W

　メソポタミヤにおける文字の発生は，ウルク期後期（Uruk　V，　IV）までさかのぼる。

これに∫emdet　Nasr期（Urul〈　1王1）のものがつs“き，ついで明かにシュメP一ル語で旧

きれたUr　Archaic　Tex七（E．　D。1）　，とFara　Texも（E．　II）．　III）とが現はれるσ43）そ

してエンメバラゲシ碑文碑．D．　II）はその中閥に位する。44）「王名表」の歴史的信懸

性は，少くともこの時期（E．D．H）までは遡bうるやうになったと考へてよからう。45）

　エンメバラゲシ碑文やトゥンマル年代記は，キシュ第一王朝末期からウルク第一王朝

への過渡期についての伝承をある程度歴史的に傍証したものと考へられる。46）またキシ

ュ，ウル，ウルク，シュルツパクなどで確証された「洪水層」1まウー一一りの主張するとこ

ろに従へば，紳話，叙事詩，主名表に誌きれているあの「大洪水」であるといふ。47）地

上最初の王朝と伝へられるエリドゥ王朝についても，戦後の発掘によって明かにきれた

様に南部メソポタミヤ最古の文化測　（アル・ウバイドより更に古い）が繊回している

し，更に歴史時代に確読きれる水神・文化神エン・キの祭犯の原型が，最霧の時代から

連続していると考へられる点から二っても，48）「旧名表」は或いは南部メソポタミヤ最

初の定住の記憶を正しく伝へているのではないかと思はれる。「エンメルカルとアラッ

タの領主」なる叙事詩において，ウルクの王，エンメルカルが，しきりにエリドゥ市と

その守神エン・キ49），更にその神殿工・アブズに言及している50）のも，かうした記憶の

反映ではないか。

　斎：文字学と比較三位学とH護史的碑文とが一致すれば問題はないが，さう多くを期待し

穏ない現状にあっては，原史時代究明の上に，古い伝承である「王名表」や「叙事詩」

の分析の果す役害辱はますます重要となるであらう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1963　Hl　25）　　　¢蓑者ζまド1ηダミブミ盤｝会三輩ぐ零会音1≦教ま受）

1）　The　Cities　of　Babylonia（C（1〃ibric18e！ll～cieflt研5∫07ツVoL王，　Cha茎｝．　XHI），　Cam・

　bridg。！962．以下Gaddと略す。

2）Chronology：Wesもcrl玉Asia＠砿＝Chap．　V1），　Cambridge　1962．以下Rowtonと略

　す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メソポタミヤの源史時代について

3）板禽「古代バビmニャの紀年について」（中央大学丈学部紀要　昭和38奪）。

4）板禽「メソポタミヤの原始的醐三制について」（中央大学文学部紀要　暇罰竃347■li）。

5）板面「オリエントの古代1蒸隊」　（学｛｛三社　茗画論講座第四巻）。

6）　S．　）i〈r．　Kramer：　Tabl¢ts　’froni　Sumer．　The　Faleon’s　Press．　lndiati　XVills，　Corolaclo

　！956。ただし引用はそのBritish　Edition　：His七〇ry　begins　at　Sumer，　London　1958によ

　る。以下Kramerと略す。テキストの繊所は1司書p．318　ff，

7）　Kramer：Chap．　22．

8）クレーマーはチャドウィックH．M．　Chadwickに従ってアカイア人，アリアン人，ゲルマ

　ン人をあげている。バビVン第一王朝を亡したカッシイト人（バビロン第三王朝）は，より適

　当な例であらう。彼らは1ヨ傭人夫として傭兵として次第に社会に浸透し，最後にこれを妊服し

　て終った。

9）　Kramer：pp．272－v284．

10）　｝｛．　Frankfort　：　Birth　of　Civilization　in　the　Near　East，　Bloomington　1951　（Anohor

　1956），P．138。ついでにH．　Schm61〈el：Das　Land　Sumer，　Stuttgart　1956の年表をあ

　げると

　　　　Urul｛zeit　c．　3000－2800　B．　C．

　　　　Djemdet　Nasr－Zeit　c．　2800－2600　！f

　　　　Mesilimzeit　c．　2600－2500　ii
　　　　1．　1）ynastie　von　Ur　（Lagasch－Zeit）　c．　2500－2360　il

　　　　Luga｝　za．crgesi　von　Uruk　c．　2360　ll

　　　　Al｛kaclzeit　c．　2350－2150　ii
11）Th．　Jacobsen：The　Sulllerian　King　List，　Chicago　1939．以下SKL．と略す。

12）　いつれも王名表に兇える。ただしメシリムの名はない。SKL．，　P．181～2．

13）　A．　Scharff　u．　A．　iX’loortgat　：　！Egypten　und　Vorderasiei’i　im　Altertum，　M’Unchen

　　1951；H・Schm6kel；OP．　cit．などの年嚢。

lii）

lor）

16）

17）

18）

　閥約2担：紀たらずである。

　王，3195年）と計鋒している。

19）　SK：］し．，　p．83　ff．

1’oetz　：　Auszug　aus　der　Geschichte，　N’Vttrzburg　1960．

1／1．　Frankfort：op．　cit．，　Appendix；A．　Scharff：op．　cit．

洪水以前の王朝の交替は「話しかはって」と表現されている。SKL．，　P・61（n）116．

洪水前の統治薙数の最長は72000黛，最：少でも21000年。

ウル第一王朝からアッカド朝までは，歴史碑文の同総代性から比較的よく分っていて，その

　　　　　　　　　　　　「王名爽」によるとこれを約5000奪（その内キシュ第二王朝は8
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20）　（太陽紳）ウツの子，「領主ENjにして「王Lugal」。

21）　「ウルクの市を築いた」とあるのは，中心のエ・アンナ神殿地匿から了μ域を拡：大：したの意。

　SK：L・，　P・85（1））108・繊ままた「エンメルカルとアラッタの領主」なる叙事’詩の主人公で

　　もある。K：ramer：Chap．3．　The　International　Affairs．

22）或るテキストでは「ギルガメシュの父」とも誌きれる。有名な冒険物語の主入公。Kτamcr：

　Chap．　22．　Epic　Literature．

23）アッカド語でタンムズ。「タンムズとイシュタール」神話の主人公。詑事として「エラムを

　討つた」とあるが（Oxford　I？riSin；Col・王1，35～37，（｝culd：P．21），キシュの王，エンメバ

　　ラゲシについても岡三の詔事がある。大洪水以前のバド・テ4ビラEl三朝にも詞名の王がある。

　　SKL．，　p．　73．

24）　クルラブの領主ENI，SKL・，　P・81（n）i32・

25）　SKL．，　p．　60．　88　tif．；Rwwton：p．　55．．

26）最近のものではA・Hei（le1：The　Epic　of　Gilgamesh　and　Oid　Testame批1）arallels，

　　Cliicago　19S3　；　A．　Scliott　：　Das　Gilgamesch　Epos　（Reclc“n’s　Universal－Bibliotltek　Nr．

　　7235／35a）；E．　A．　Speiser（A・ncie・nt　NβαアEastef’n　TextsγθZα如z8　to　the　Old　Testamenち

　　ed．　by　J・B・Pritchard，　Prillceton　1950）。なほしM．　Dialsconoffの繭訳およびチxコ訳

　　への撹評（B’ibliotheca　O’i・ienialis　1961）。

27）　Kramer：p．　250．　295．

28）　板禽「メソポタミヤの一丁的民主制について」　（中央大学：文学部紀要　綴勲34奪）。

29）　Sin－gamil　（b），　D・ie　ste・merischen　tsnd　afe’kadisdhen　KO’nigs・i・nsalt．riften　von　lr．　［ILhureau－

　　Dangin，　Leipzig　1907，　p．　222．

30）　Th．　」一．　cobsen　：　ISarly　Political　］）evelopnxen’t　in　1／lesopot一．　mia　（Z．A．　＝　Ze・itscltrift

　fiti’Ass：yriolog・ie　und　ve；’wcendte　Gebiete　1958，1）p．129～136）；E．　A．　Speiser二Ancient

　　A・lesopotamia，　pp．　50－v54，　esp．（n）　［11　（The　fdete　of　II・istory　・in　the　Neai’　East　ecl．　by

　　R．　C．　Dentan，　NTew　1÷lairen　195’　5）．

31）　Gadd：p．ユ9；Th．∫■、　cobsen：The　Assumed　Conflic七between　Sumcrians　and　Semites

　　（jrou・rnctl（ゾthe　A7nerica・n　Orie・ntal　Societ：y　1934）・

32）　1丘kur－kur皿u－un－gi一丑a，　SKL・，　P・80　f・ヤコブセンはthe　one　who　consQl圭dated

　　all　landsと訳し，　Gadd：P．19はwho　made　fast　all　landsと訳している。

33）　D．　O．　Edzard：Enmebaragesi　von　1〈ig　（Z．A．　1959）；ibid．：K6nigsinschrjEten　des

　　Iraq　Museums王1（5吻．ler　1959）・

34）　D．　O．　Edzarcl：op．　cit．，　p．　20－v21　（Z．A．　1959）．

35）　　R．C・正工aines；宏he　Tenユple　Qf　Inanna　a七　Nip？ur　（fllt．fst’1・（t，tecZ　LOitdon　Neu／s　！961，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メソポタミヤの懸史暗代について

　9，9）・　メソポタミヤ最古の都市の一一一つ◎全シュメ・・neルの．「三E権」を決定する「集会」は，こ

　こでひらかれる。板倉「メソポタミヤの原始的罠主制について」（中央大学文学部紀要　1昭窟

　34舘）　参具ξミ。

36）　1〈ramer：Appendix　A，　p．　303－v4．

37）　E．Sollbergcr　l　The　Tummal　lnsci’iptioli（∫ournctl　of　Cu・ne・i／b1’祝Sttt‘1・ies　1962）．

38）回るテキストはこれを第三測とする。これは「王月表」の順序と一致する。

39）Rowtonはこれを筆者の誤りで，ウル・ルガル（ギルガメシュの子）と，ウルク三二王朝

　のルガル・ウル・エ（Rowto11によ君’tぱLu9乏し』ur－e＝Ur－luga1すなはちウル・ルガルニ’世）

　を混同したものとする。Rowω11：P．65；Ga（1d：巻末左β表。なほRowto1L　P．56．

40）註（38）のテキストはこれを第二鱗とする。

41）Na－aii－ii6はA’anni－padaである。　Rowton：P．65．

42）註（3）。出土層は初期王朝三三三期の礁上であるが，Delougazはその三体から推して三期

　三E朝美田第＝二麹3とする。Rowton：P・55（11）1・

t13）　Gacld：p．　3tvtl；Rowton：p．　56．v58．

44）P・Garaelliによれば従来知られた澱古の王，ウル策一一王朝のMes－an1ユi－pada（これは初

　期王朝期第三期に属する「王墓」の直下から発掘された）とエンメバラゲシ（初期三E朝期第二

　期）とは，一代位の差しかないといふ（Gadd：p・17～18）。さうするとTummal　Chronicle

　の順序は正しいことになるが，Rowtonはこれを否定している。（ROwtOn：P，56）

　　　「エンメルカルとアラッタの領主」なるシュメール語叙事詩によると，このウルク第一王朝

　第二代（ギルガメシュは第五代）の王は，「七つの山」のilfli］ふのアラッタ（エラム？）と交渉

　する際に，使者が「口が重かった」ので，口上書をもたせるため「はじめて粘土版に文宇を誌

　した」といふ。（1《ramer：Chap．3．　p．58～9）

45）　「王名嚢」はエンメバラゲシ（キシュ鑓一三廷朝）とメスアンニパダ（ウル第一一王朝）との闘

　に，アッガ（625年）とウルク第一三E朝（2310奪），すなはち約3000俸をおいている。たs’

　し　註　（18）を見よ。　もう一一つつけ加へれば，「バビu＝ヤ誌」の著者ベロッソス（c。300

　B・C・）が，　麟分の時代より少くとも2000年以上潴の王名とその三二を正しく説録している

　　ことは，「王名表」の信慧性への一つの傍証にもなるであらう。

46）殿櫨発掘によって奥記の毅本紀の王の世系がほゴ正確に写されていることが分つたことなど

　老へれば，古い伝承の正確さといふものは意外に高いのではないか。ガッドは「王名衷」をバ

　　ビロニや太育史について「最：も権威あるものと児なすべきである」といっている。Gadd：P・

　16．　17　（n）　1．

t17）　L．　X’，Voolley：Exc．ivation　at　Ur，　London　1954，　Chap．　1．

48）　（一行空）
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49）EN・K工（Reallexileon　dev　Assyyiologie　I工，　Berlin　1938）．人聞に：文明を数へた魚頭神オ

　アンネスの原型であらう。窮の説話によると「エリドゥその他の七人の饗入」が人閥に都市生

　活と技術を教へて「エリドゥの聖なる掴を確立して，その臼以来人悶は何も覚えることがな

　いといふつ　（C，J．　Gadd：History　and　Mo！1uments　of　ur，　Londcn　1929，　P．11；G・A・

　Barton　：　Semitic　and　Hamitic　Origins，　1’hiladelphia　1934，　p．　129．）

50）Kramer：Chap．3．，　P．61～2．本来ならウルク市，4ナンナ女神，エ・アンナ紳殿のある

　べきところに，エリドゥ市，エン・キ神，エ・アブズ紳殿が出て来るのは，創世神話の空人公

　が本来エン・リルであるべきのが，バビUニや版ではマルドゥク，アッシリヤ版ではアッシュ

　ールになっているのと同様であらう。特にアッシリヤ板では，エン・リルをアッシュールに書

　　き換へておくべきところを，墾者の不注意からエン・リルのま5である藤分が多い。このエン

　　メルカル叙事詩のエリドゥの部分はそれに当るものであらう。
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